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■ 

第
71
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
の

ご
案
内

群
馬
県
中
央
会

　

本
大
会
は
、
全
国
約
３
万
組
合
の
意

見
を
大
会
決
議
と
し
て
と
り
ま
と
め
、

内
外
に
広
く
表
明
す
る
と
と
も
に
、
政

府
等
に
対
し
て
中
小
企
業
の
実
情
と
振

興
施
策
を
訴
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

　

 『
新
時
代
の
幕
開
け 

団
結
で
開
く　

組

合
の
未
来
〜
時
空
を
超
え
て 

舞
台
は

鹿
児
島
か
ら
〜
』

日
　
時　

令
和
元
年
11
月
７
日(

木)

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

会
　
場　

鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ

参
加
者　

約
３
，
０
０
０
人

来
　
賓　

関
係
大
臣
、
政
党
代
表
、

　
　
　
　

中
央
・
地
方
関
係
機
関
の
長

参
加
料

　
・
本
会
設
定
コ
ー
ス

　
　

１
人　

約
１
２
０
，
０
０
０
円

　
　

令
和
元
年
11
月
６
日(

水)

　
　
　
　

〜
８
日(

金)

（
２
泊
３
日)

　

・
知
覧
特
攻
平
和
会
館

　

・
桜
島
遊
覧
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

　

・
仙
巌
園　

な
ど

　
・
現
地
集
合
・
現
地
解
散

　
　

１
人　

６
，
０
０
０
円

※
詳
細
は
、
本
会
情
報
課
ま
で

商
工
中
金
金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
前
橋
支
店

　

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

　

７
月
17
日

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

編
集

後
記

◆
太
田
市
・
前
橋
市
・
高
崎
市
で
開
催
さ

れ
た
「
地
区
別
懇
談
会
」
に
お
き
ま
し
て

は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
出
席

者
の
多
く
か
ら
組
合
員
の
減
少
、
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
、
人
手
不
足
と
い
っ
た
課

題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見

は
、11
月
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
「
中

小
企
業
団
体
全
国
大
会
」
の
要
望
事
項
と

し
て
取
り
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
今
月
号
の
特
集
と
し
て
掲
載
し
た
中
小

企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白
書
に
は
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
の

取
組
み
が
重
要
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
人

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
生
産
性
を
向

上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
屈

は
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

取
組
み
が
で
き
て
い
る
企
業
は
一
部
で
あ

り
、
そ
こ
に
現
実
と
の
乖
離
が
あ
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
よ
う
な
中
、
経
済
産
業
省
は
毎
年

７
月
を
「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」、

７
月
20
日
を
「
中
小
企
業
の
日
」
と
定
め

ま
し
た
。
官
民
で
連
携
し
て
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
魅
力
を
重
点
的
に
発
信

す
る
期
間
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
劇
的
な

効
果
は
望
め
な
く
と
も
、
日
本
を
支
え
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

◆
私
ど
も
中
央
会
も
、
協
力
機
関
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
常
的
な
業
務
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、

さ
ら
に
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｈ
）

■ 

最
低
賃
金
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
緊
急
要
望
に
つ
い
て

中
小
企
業
三
団
体

　

政
府
の
最
低
賃
金
の
引
上
げ
ペ
ー
ス

に
関
す
る
新
た
な
数
値
目
標
の
設
定
や

最
低
賃
金
の
全
国
一
律
化
に
関
す
る
議

論
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
を
直
撃
し
、
地
域
経
済
の
衰
退
に

拍
車
を
か
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
全
国
中
央
会
・
日
本
商
工
会

議
所
・
全
国
商
工
会
連
合
会
は
左
記
３

項
目
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

① 
足
元
の
景
況
感
や
経
済
情
勢
、
中
小

企
業
の
経
営
実
態
を
考
慮
す
る
こ
と

な
く
、
政
府
が
３
％
を
更
に
上
回
る

引
上
げ
目
標
を
新
た
に
設
定
す
る
こ

と
に
は
強
く
反
対
す
る
。

② 

最
低
賃
金
の
審
議
で
は
、
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
指

標
は
も
と
よ
り
、
中
小
企
業
の
賃
上

げ
率(

２
０
１
８
年
：
１
・
４
％)
な
ど

中
小
企
業
の
経
営
実
態
を
考
慮
す
る

こ
と
に
よ
り
、
納
得
感
の
あ
る
水
準

を
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
３
％
と
い
っ

た
数
字
あ
り
き
の
引
上
げ
に
は
反
対

で
あ
る
。

③ 

余
力
が
あ
る
企
業
は
賃
上
げ
に
前
向

き
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
政
府
は
賃
金
水
準
の

引
上
げ
に
際
し
て
、
強
制
力
の
あ
る

最
低
賃
金
の
引
上
げ
を
政
策
的
に
用

い
る
べ
き
で
は
な
く
、
生
産
性
向
上

や
取
引
適
正
化
へ
の
支
援
等
に
よ
り

中
小
企
業
が
自
発
的
に
賃
上
げ
で
き

る
環
境
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

※ 

詳
細
は
、
全
国
中
央
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■ 

﹁
中
小
企
業
の
日
﹂・﹁
中
小
企
業
魅
力

発
信
月
間
﹂
の
実
施
に
つ
い
て

経
済
産
業
省

　

中
小
企
業
の
存
在
意
義
や
魅
力
等
に
関

す
る
正
し
い
理
解
を
広
く
醸
成
す
る
た
め

に
、
中
小
企
業
基
本
法
の
公
布
・
施
行
日

で
あ
る
７
月
20
日
を
「
中
小
企
業
の
日
」、

７
月
の
１
ヶ
月
間
を
「
中
小
企
業
魅
力
発

信
月
間
」
と
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
魅
力
発
信
に
資
す
る
関
連
イ
ベ
ン

ト
を
官
民
で
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
経
済
産
業
省
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。


